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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】水道は設置したら移動が難しく設置できない場
所もあるので簡単に移動ができ設置できる携帯式給水器
型水道を提供する。
【解決手段】まず上下水道の代わりにペットボトルを使
う。そして上水道側の代わりの方の栓の中心に短くて細
いパイプを取り付ける。それを上に持ち上げて水を出す
。そしてこのペットボトルを逆さ向きに保つ。あとは下
水をすり鉢状の水受け台から下水を溜めるペットボトル
に入れる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
開閉可能な栓を取り付けた口を有する筒状の水容器とその下方に前記水容器の胴部を縦に
保持する容器保持具と更にその容器保持具の下方には、水容器の口の近傍を受ける水溶受
け具を備え、前記栓が略中央に位置して囲われるように外周部に開口部を有した水の飛散
防止壁を設け、この水の飛散防止壁の下端には下部に排水口を有する水受け台を備えたこ
とを特徴とする給水器具。
 
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本発明は水道に代わる簡易的な給水器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の水道は蛇口をひねればいつでも好きな時に好きなだけ水が出るという利点がある。
しかし、従来の水道は上下水道が必要なのでその場所まで行かないと水が使えないという
課題がある。健常者や足が不自由でない人には負担にはならないかもしれないが足の不自
由な障害者や高齢者などにとっては大きな問題である。また健常者でも車の中など水道の
ないところで水が必要な時もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
本発明は、好きな場所に水道を設置できないという不便を解消し好きな場所に設置できる
水道の代わりとなる簡易的な給水器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
上記の目標を達成するため、請求項１に記載の発明は、開閉可能な栓を取り付けた口を有
する筒状の水容器とその下方に前記水容器の胴部を縦に保持する水容器保持具と更にその
水容器保持具の下方には、水容器の口の近傍を受ける水容器受け具を備え、前記栓が略中
央に位置して囲われるように外周部に開口部を有した円筒状の水の飛散防止壁を設け、こ
の飛散防止壁の下端には下部に排水口を有する水受け台を備えることを特徴とする給水器
具である。
【０００５】
　この発明は、飛散防止壁を設けた水受け台の排水口の外側にペットボトルの頸部の内側
のねじ部と螺合するねじ部が付いていることを含むものである。
【０００６】
　この発明は、下水を溜める容器にペットボトルを使用することを含むものである。
【０００７】
この発明は、弁と引っ掛け棒が付いている注水口のある注水パイプと爪を持っていて内側
に水容器の頸部の外側のねじ部と螺合するねじ部が付いていて注水パイプもしくは引っ掛
け棒を上に持ち上げることにより注水口から注水パイプを通ってペットボトル内の水が出
てくることと引っ掛け棒を上に持ち上げて爪に引っ掛けることにより注水口から注水パイ
プを通って水容器内の水が出続ける仕組みを特徴とする請求項１記載の給水器具の開閉可
能な栓で水容器の口のねじ部と螺合するねじ部を有する片方の底面が塞がっている筒状の
栓で、底面の円の直径が短くて細い注水パイプの片方の底面には直径が底面の円よりひと
回り大きく厚みの薄い弁で蓋をする。これは一体型である。
【０００８】
また注水パイプの側面には水容器に入れた水を排出するための注水口があいている。栓の
底面の中心に弁が上になっている注水パイプが上下に動くようにして注水パイプが下にあ
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る時に栓の内側が平らになるように穴をあける。注水パイプを栓の底面の穴に差し込む。
注水パイプの側面の注水口の下の方に短くて細長い引っ掛け棒を注水パイプの外側に付け
栓の底面の穴の横に引っ掛け棒を掛けるための爪を付け注水パイプの側面の注水口の底辺
が栓の内側の底面と同じ高さになるところで止まるようにして注水パイプの引掛け棒を栓
の爪に引掛けて水容器内の水を排出し続けることができるようにする。
【０００９】
又、この発明は飛散防止壁を設けた水受け台の排水口の外側にペットボトルの頸部の内側
のねじ部と螺合するねじ部が付いていることを特徴とする請求項１の水受け台。
手洗い用の開口部を有した円筒状の水の飛散防止壁を設けた下部に排水口を有する水受け
台で形状は半球で断面の円周に長方形の長い方の辺が半球の円周より少し短い長さでその
長い方の辺を半球の断面の円周とくっつけて水の飛散防止壁にする。半球状の台と水の飛
散防止壁は一体型としても良く又水の飛散防止壁と半球状の台が固着した物であっても良
い。
【００１０】
また半球の局面の中心に排水口をあけてそこから排水する。その排水口の外側を筒状にし
てその筒の外側にペットボトルの頸部の内側のねじ部と螺合するねじ部を外側につける。
上記に記した水の飛散防止壁のくっついていない方の辺の近くに下記の容器保持具を引掛
ける為３ヶ所に掛け穴をあける。
【００１１】
また、水容器受け具として3ヶ所の掛け穴よりも下に下記の容器保持具と同じような形状
で厚さの薄い細長い三角柱の代わりに細長い棒状の物が４本で先端が引っ掛けではなく飛
散防止壁の内側と一体になって付いている。
【００１２】
容器保持具は胴体を支える為の物だが水容器受け具は頭部を支える為の物である。容器保
持具の形状は輪っかに３本の厚みが薄く細長い三角柱が一体型になっていて三角柱の先端
に引っ掛けが付いている。３本の厚さの薄い三角柱の先端についている掛け部は水の飛散
防止壁の３カ所の穴に引っ掛けて上記の水容器の胴体の部分をバランスよく支える為の物
である。
【００１３】
またペットボトルのサイズは色々あるのでペットボトルのサイズに合った輪っかの大きさ
の合った容器保持具がある。
【００１４】
水容器はペットボトルの代用である。
【発明の効果】
【００１５】
以上説明したように、本発明によれば、水道の代わりとなる給水器を好きな場所に設置す
ることができて健常者の様に歩けない人や健常者でも欲しいところに水道がない人に水を
提供することができる。
【００１６】
また本発明によれば、水容器の代わりにペットボトルを使用することができるので少ない
量の液体だけでいい場合は容量の小さいペットボトルを使用することができる。
【００１７】
更に、本発明によれば上水の液体の量が分かるので下水の量も分かる。だから下水を溢れ
させてこぼす可能性が低くなる。上水を入れるペットボトルの大きさを下水を溜めるペッ
トボトルの大きさを同じにすれば下水を溢れさせてこぼす可能性は更に低くなる。
【００１８】
更に、本発明によれば下水を溜める容器がペットボトルなので健常者の様に歩けない人で
も溜まった下水を捨てに行く時ペットボトルの蓋をしていけばこぼす可能性はほとんどな
くなる。
【００１９】
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また本発明によれば、例えば本発明で水を使用する時に手を濡らしたくない時でも引掛け
棒を上下に動かせば手を濡らさずに使用することができる。また爪を利用すれば更に利用
度が増す。
【００２０】
またペットボトルの口は小さいので上水用の水を補充する時に不便を感じる人がいるかも
しれないので本発明によればそういう時の為に上水を溜めるペットボトルの代わりに底面
の蓋を取り外しが出来る水容器で上水用の水の補充を楽にした。また底面の蓋の取り外し
を楽にする為に底面の外側に取っ手を付けてそれを持って底面の蓋を回すことにより取り
外しが楽になる。
【００２１】
また本発明によれば、水容器を支える容器受具と容器保持具の面積を小さくすることによ
って、例えば本発明を使ってうがいをした時に口に入れた水を水の飛散防止壁の上から水
受け台に吐き出した時、吐き出した水が水受け台まで落ちる途中の障害物が少なければ、
飛散しにくいし汚れることも少なくなる。
【００２２】
また本発明によれば、水の飛散防止壁を設けた水受け台の排水口の外側にペットボトルの
頸部の内側のねじ部と螺合するねじ部が付いていることにより下水が水受け台から排水受
け容器に入る過程で下水がこぼれる可能性が低くなる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の水容器を示す正面図である。
【図２】本発明の栓を示す図であって(a)は水容器内の水を排出させない時を示す一部破
断正面図、(b)は水容器内の水を排出させ続ける時を示す断面図である。
【図３】水容器を装着しない給水器具を示す図であって(a)は正面図、(b)は平面図である
。
【図４】水容器保持具の一例を示す図であって(a)は平面図、(b)は正面図である。
【図５】本発明の実施例を示す図であって(a)は平面図、(b)は正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
以下、本発明にかかる持ち運びのできる給水器具を実施するための形態の具体例について
図面を参照しながら説明する。
【００２５】
図１の水容器１は本発明に係るペットボトルの代用の一例である。この水容器１の頸部２
の雄ねじ部２aは市販のペットボトルと同一規格のねじ部である。また底面をねじ部の付
いた蓋３にし、蓋３を回しやすくする為に取っ手４を一体型で付ける。
【００２６】
図２の栓6は本発明に係る水容器１の栓の一例であり雌ねじ部５は市販のペットボトルや
水容器１の口の雄ねじ部２aと螺合する。注水口７は水容器１の中の水を排出させる為の
穴である。注水口７の位置を排水させる排水パイプ１１を手で直接か引掛け棒９を上下動
かすことによって注水口７から排水パイプ１１を通して水を外に排出させる。
【００２７】
また引っ掛け棒９を爪８に引掛ければ容器１の中の水を排出させ続けることができる。弁
１０は排水をさせる排水パイプ１１が栓６から下に落ちるのを防ぐ為に取り付ける。
【００２８】
図３は本発明に係る水受け台と水の飛散防止壁の一例である。水の飛散防止壁１２は本発
明を実施した時に水がはねてこぼれるのを防ぐ為の物である。開口部１９は上水を使う時
に手を入れるところである。水受け台１３は下水をこぼさない様にする為の物である。排
水口２０は水受け台１３に落ちた下水を排水受け容器２４に溜める通り道である。ねじ部
１８は排水受け容器２４であるペットボトルの頸部のねじ部と螺合する。容器受具１７は
逆さにしたペットボトルなどの水容器１の頭部を口受け部１６に入れて支える物である。
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掛け穴１５は図４の容器保持具２３の掛け部２２を引っ掛ける為の穴である。
【００２９】
図４に示すように保持部２１は容器保持具２３の掛け部２２を掛け穴１５に引っ掛けて設
置した時に逆さにした水容器１の胴体部を支える為の物である。
【００３０】
図５は本発明を実施するための形である。水容器１はペットボトルの代用の一例の水容器
である。排水受け容器２４はペットボトルである。
【００３１】
水受け台１３は本発明で使用した下水を受ける台で、ペットボトルに螺合するねじ部１８
に下水を溜める排水受け容器２４を取り付けて排水口２０から下水を排出させて取り付け
た排水受け容器２４に溜める。
【００３２】
溜まった下水は排水受け容器２４に螺合するねじ部１８から排水受け容器２４を取り外し
て捨てる。
【実施例】
【００３３】
例えば本発明を使って水で手を洗う場合、水容器１にきれいな水を入れて請求項１で記し
た開閉可能な栓６を上記の水容器１に取り付けて逆さにしてそのまま水容器受け具の口受
け部１６に入れて水容器保持具２３で水容器１の胴体部分を支えて倒れないようにする。
下水を溜める排水受け容器２４はペットボトルを使って水受け台１３の排水口２０に取り
付ける。そして水の飛散防止壁１２の開口部１９に手を入れて開閉可能な栓６の底面の外
側に突き出している排水パイプ１１を手で直接上に持ち上げることにより水を出して手を
洗う。
【００３４】
以上、本発明の実施例について詳細に説明したがこれらは例示に過ぎず特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
に変形、変更したものが含まれる。
【符号の説明】
【００３５】
１　　水容器
２　　頸部
２a 　雄ねじ部
３　　蓋
４　　取っ手
５　　雌ねじ部
６　　栓
７　　注水口
８　　爪
９　　引掛け棒
１０　弁
１１　排水パイプ
１２　水の飛散防止壁
１３　水受け台
１４　架台
１５　掛け穴
１６　口受け部
１７　容器受具
１８　ねじ部
１９　開口部
２０　排水口
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２１　保持部
２２　掛け部
２３　容器保持具
２４　排水受け容器
 
  

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開閉可能な栓を取り付けた口を有する筒状の水容器とその下方に前記水容器の胴部を縦
に保持する容器保持具と更にその容器保持具の下方には、水容器の口の近傍を受ける水溶
器受け具を備え、前記栓は有底円筒であって、内面に雌ねじ部を有し、円筒の底を貫通し
た排水パイプは上端に弁が固設され、該弁の下であって排水パイプの側方には注水口であ
る穴を備え、更に前記排水パイプの下端側は円筒の底を貫通し外方に突出し、その突出し
た排水パイプの側方には引っ掛け棒を固設し、前記有底円筒の底の外側に爪を備えており
、該栓が略中央に位置して囲われるように外周部に開口部を有した水の飛散防止壁を設け
、この水の飛散防止壁の下端には下部に排水口を有する水受け台を備えたことを特徴とす
る給水器具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　上記の目標を達成するため、請求項１に記載の発明は、開閉可能な栓を取り付けた口を
有する筒状の水容器とその下方に前記水容器の胴部を縦に保持する水容器保持具と更にそ
の水容器保持具の下方には、水容器の口の近傍を受ける水容器受け具を備え、前記栓は有
底円筒であって、内面に雌ねじ部を有し、円筒の底を貫通した排水パイプは上端に弁が固
設され、該弁の下であって排水パイプの側方には注水口である穴を備え、更に前記排水パ
イプの下端側は円筒の底を貫通し外方に突出し、その突出した排水パイプの側方には引っ
掛け棒を固設し、前記有底円筒の底の外側に爪を備えており、該栓が略中央に位置して囲
われるように外周部に開口部を有した円筒状の水の飛散防止壁を設け、この飛散防止壁の
下端には下部に排水口を有する水受け台を備えることを特徴とする給水器具である。
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